
233

345

△ 7

2,726

687

△ 947

3,800

1,950 1,700

3,170

△ 50 △ 100

600

3,950

有価証券・固定資産
関 係 損 益 等

受 取 配 当 金 510

△ 5,400 △ 5,330

当上半期

47.00 28.0％

本資料における業績予想や将来に関する記述は、本資料の発表日現在にお
いて入手可能な情報及び本資料発表日現在における将来の業績に影響を与
える不確実な要因に関わる仮定を前提としています。実際の業績は、今後
様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

＜参考＞

前期実績
（平成23年3月期） 20.00 27.00

合　　　計

161

当期予想

中間
（実績）

期末
（予想）

27.00 28.00

配当性向

前年同期

79.16 88.16

23.3％55.00

年間
（予想）

83.82

0.24%

0.41%

$104/bbl $79/bbl

9,369.35
当 期 純 利 益
(三井物産㈱に帰属)

2,4222,600

4,300

△ 150

8,700.29

金利
（米㌦LIBOR3M平均）

0.29%

76.65

0.19%

4,300 3,067

4,539

4,596

連 結 合 計

115,000

利 息 収 支

持 分 法 損 益

法 人 所 得 税 及 び
持分法損益前利益

持分法損益前利益

日経平均
（期末終値）

225

4,378

4,371

為替
（円/米㌦：期末レート）

金利
（円LIBOR3M平均）

当社連結油価
（米㌦/bbl）

一株あたりの
配当金（円）

主要指標推移

為替
（円/米㌦：期中平均）

△ 973 △ 566

906 △ 234

△ 2,320 △ 2,805

現金・現金同等物
の増減額

915 2,708

△ 1,405 △ 97

△ 473 △ 235

投資活動

（フリーキャッシュ・フロー）

財務活動

換算差額

キャッシュ・フロー

営業活動

当上半期

（前年同期 三井石油開発 メキシコ湾探鉱区鉱業権）

【暖簾減損損失】

小口の集積

営 業 利 益

前年同期

貸倒引当金繰入額

販売費・一般管理費

△ 57

386

88

62

7 △ 17△ 174△ 191△ 64

【有価証券売却損益】

Multigrain公正価値評価益ほか

（前年同期 小口の集積）
欧州・中東・アフリカ

アジア・大洋州

・Valepar 鉄鉱石価格上昇

・海外発電事業 デリバティブ時価評価損益改善

その他及び
調整・消去

（前年同期 NIL）

売 上 高

売 上 総 利 益

オペレーティング・
セグメント情報(※1)

・日本ユニシス投資減損

・TPV Technology投資減損

・もしもしホットライン投資減損

【雑損益】

Shark Bay 補償金、為替損益、探鉱費用ほか

（前年同期 為替損益、探鉱費用ほか）

【持分法損益】

増加

鉄 鋼 製 品

【有価証券評価損】

Formosa Epitaxyほか

（前年同期 小口の集積）

【固定資産処分損益】

小口の集積

（前年同期 小口の集積）

【固定資産評価損】

小口の集積

22.5

（前年同期 BAFほか小口の集積）

【利息収支】

【受取配当金】

LNGプロジェクトからの配当金増加

24.2

【販売費・一般管理費】

ENEOSグローブ関連会社化ほか

【貸倒引当金】

BAF包括貸倒引当金ほか

受取利息減、外貨建借入増

3.7

増減額

比率（％）

19.3

・TPV Technologyほか投資減損
・前年同期 二番町ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ投資減損

・JA三井ﾘｰｽ貸倒引当金取崩減

1,061

24.1

1,947

7.5

14.7

3,671

249

売上高（日本の会計慣行に基づく）

営業利益（日本の会計慣行に基づく）

26,405

1,698

52,336 48,665

※1：

※2：

481

主な増減要因

【売上総利益】

金属資源：鉄鉱石価格上昇による増加

食料・リテール：先渡契約の時価評価損益改善

441

△ 40

241

240

△ 185

425

264

26

4

15

△ 86

107

141

△ 12

△ 14

102

161

4,247

1,832

△ 152

1,984

999

985

△ 906

1,891

△ 2,487

39

△ 25

△ 1

△ 68

12

248

△ 12

△ 35

△ 2,645

第2四半期 累計

13,485 26,290

△ 1,283

2,170

12,805

四半期純利益
（三井物産㈱に帰属）

非支配持分控除前
四半期純利益

非支配持分帰属四半期純利
益

24

35

持分法損益

持分法損益前利益

その他の収益・費用合計

有価証券評価損

6

1,260

△

△

△

固定資産処分損益

215

133

法人所得税及び
持分法損益前利益

固定資産評価損

雑損益

法人所得税

受取配当金

有価証券売却損益

利息収支

その他の収益・費用

経営成績

販売費・一般管理費

貸倒引当金繰入額

収益

売上総利益

1

△

△

4△

9

973△

1,197

507△

690

742

1,432

105△

1,327

2,369

22,043

△ 25

△ 18

174

△ 14

△ 119

15

△ 17

56

△ 1,250

1,119

△ 584

535

498

1,033

△ 87

946

前年同期

4,539 4,378

当上半期

第1四半期

△ 2,543

△ 49

△ 24

389

119

△ 154

14

△ 21

65

△ 2,223

2,316

△ 1,091

1,225

2,465

1,240

エネルギー：石油トレーディング数量増

2,273

△ 192

金 属 資 源

機械・プロジェクト

化  学  品

エネルギー

食料・リテール

ｺﾝｼｭｰﾏｰｻｰﾋﾞｽ
・情報産業

物流・金融（※2）

米　　　州 382

95

前年同期当上半期

449

224

1,101

437

増減

△ 82

190

△ 12

4

△ 7

△ 17

△ 5

△ 254

100

874 225

5

△ 270

△ 13

19

346

98

886

99

911

197

・Shark Bay 塩田鉱区一部返還補償金計上
・ｱﾝﾓﾆｱ市況上昇によりKPA増益

・原油、石炭価格上昇、生産量増
・LNGﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄからの受取配当金増

・ｺｰﾋｰ先渡契約時価評価損益改善
・Multigrain 大豆収穫量増による増益

平成23年11月2日
三井物産株式会社

平成24年3月期第2四半期連結決算 及び 平成24年3月期連結業績予想（米国基準）ハイライト
（単位：億円）

・海外発電事業 ﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ時価評価損益改善
・新造船取引に係る見込損失計上1

2

増減

＜売上総利益＞

50

1,118 772

前年同期当上半期

45222

351 △ 6

103

77 58

6491,0391,085 46

376500 30124

△ 17

128

217135

250

20

16

33

98

平成23年
3月末

2,273

2,464

79

△ 9△ 5 4

株 主 資 本

1,832

増減

3,400

財政状態

総　資　産

平成23年
9月末

△ 100 △ 92

8,592

115,000 99,425

458

前期
（平成23/3期）

441

8,900 8,900

年間業績
予想

期首計画
（5月公表）

2,006

△ 5,400

2,900

△ 100

3,400

750

△ 100

△ 1,86485,98184,117

22,844 23,662 △ 818

平成24年3月期
年間業績予想

有利子負債
（現預金等控除後）

21,390 19,339 2,051

ネットDER （倍） 0.94 0.82 0.12

暖簾減損損失 -    △ 19 △ 19

25,931

△ 19-    

・豪州資源子会社業績持分増

当上半期より、中国・台湾・韓国及びCISを本店直轄地域とし、同地域に所在する現地法人及び関係会社は担当商品毎に本店営業本部の経営単位に

含まれております。この変更に伴い、前年同期の数値を修正再表示しています。

当上半期より、「物流・金融市場」セグメントは「物流・金融」セグメントに名称変更しております。

61258

【総資産】
・現金及び現金同等物が減少。
・拡張及び新規投資の一方、円高により
 投資・固定資産が減少。

【株主資本】
純利益の積み上げあるが、外貨換算調整
勘定が悪化したほか、株価下落により未
実現有価証券保有損益が減少。

（注）

＜四半期純利益（三井物産㈱に帰属）＞

主な増減要因

・販売数量減
・持分法損益減

・鉄鉱石価格上昇、出荷数量増

減少

・Novus販売数量減、生産ｺｽﾄ増
・Westport業績持分改善（前年同期 見込損失計上）

・食品子会社業績持分悪化（棚卸資産評価損計上）


